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周南市環境館は、循環型社会の実現を目指すため、ごみの減量化・資源化に関する情報発信や体験学習の場を提供しています。各種イ

ベントや講座、施設見学を通じて、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を意識したライフスタイルを目指しています。
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世界中で増え続ける海洋ごみ（海のごみ）の問題。2050年にはプラスチックをはじめとする海洋ごみの量が、

魚の量より多くなるともいわれています。

「かんきょう館」だより

３Rを意識したライフスタイル推進のための情報紙

夏だ！海だ！海水浴だ！
今だから知っておこう

増え続ける海洋ごみのこと！

漂着ごみ

個数ランキング（漁具以外）

１．ボトルのキャップ、ふた

２．飲料用ペットボトル

３．プラスチックその他

４．ポリ袋

５．発泡スチロール製コップ、食品容器

出典：R５個数ランキング，令和5年度漂着ごみ組成調査デー

タ取りまとめの結果について 2025年3月，環境省水・大

気環境局海洋環境課海洋プラスチック汚染対策室

できるだけごみを出さない、ごみを捨てない、ごみを拾う。

日ごろから、ごみは正しく処理することが大切です。

海や山でのレジャー時には、その場所のごみに関する決まりを確認し、それに従いましょう。

最近は、ごみの持ち帰りを求められることも増えてきたので、事前に確認し、必要ならごみ袋

を持参しましょう。

菅野湖で採取された

プラスチック片

海洋ごみはどこから来るの？

海洋ごみはどうなるの？

一人ひとりの行動が、海の未来を守ることにつながります。

わたしたちにできること

漁業のごみ（漁網やブイなど）の他に、陸の生活ごみが水の流

れを通じて海に流れ着いたものが多くみられます。

海外からくるものもありますが、逆に、日本から海外に流れて

いき漂流・漂着しているものもあります。

人工のごみであるプラスチックは、太陽の光や波の力で劣化

して小さく砕けていきますが、無くなることはありません。

５ｍｍ以下の小さなプラスチック片をマイクロプラスチック

といいます。このマイクロプラスチックは、海や湖で暮らす鳥や

魚などが、餌と間違って食べてしまうことがあり、時には死に

つながります。

海はさまざまな生き物同士のつながり（生態系）によって成

り立っていますが、マイクロプラスチックがそのバランスを崩

してしまう可能性が指摘されています。



周南市環境館
周南市臨海町５番地 リサイクルプラザペガサス１階

Tel：0834-61-0302 Fax：0834-62-0720

e‐mail：recycle@city.shunan.lg.jp

開館時間 9：00～17：00

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、

１２月２８日～翌年１月４日

※見学、貸館などのお申し込みは、上記までお電話ください。

「新わらしべの会」によるリユース自転車の販売は、原則毎週水曜日9：30～15：00です

・９月17日に同様の講座を実施します。あなたも挑戦してみませんか。

詳細は、広報しゅうなん、ホームページ等でお知らせします。

5月２９日（木）１０：００から環境館で「環境館３R講座 ダンボールコンポストを

作ってみよう」を開催しました。申込締切前に定員が埋まり、キャンセル待ちが出る

ほどで、皆さんの関心の高さがうかがえました。

当日は、参加者１１人が、有澤先生の

講義のあと、実際にコンポスト作りに挑

戦。先生からのアドバイスや、参加者同

士の交流を通して、みんな無事にダン

ボールコンポストが出来上がりました。

一般来館者 ： １４６ 人

施 設 見 学 ： ６４ 人

内訳 ： 小学校（１） 企業（１）

個人（１）

※（ ）内は団体数

イ ベ ン ト ： ９７ 人

貸 館 ： ０ 団体

環境館の利用状況（５月）

初夏のリユース品抽選会の結果報告

６月６日（金）～１５日（日）までの応募総数は２３７件でした。

今回は、２２日（日）に初めて公開抽選会を実施。参加者の前

で、職員がくじを引き、当選者を決定しました。当日、参加さ

れた方の中から当選者が出て、その場でリユース品をお持ち

帰りになられました。次回は、2月に開催予定です。

環境館からのお知らせ

講師：有澤真希さんダンボールコンポストは面倒じゃない！

楽しんでたい肥を作る方法教えます♪

ダンボールコンポストを作ってみた！

有澤先生のお話

出産で、環境問題に興味を

持ったことがコンポストを始

めるきっかけとなった。

コンポストの中で、生ごみが

どんどん減っていくのが気持

ちよくて続けてきた。

参加者の声

何度か挫折していたが、先生からい

ろいろヒントをいただけたので、ぜ

ひやってみたい。参加者同士の交流

もあり楽しかった。

一人ひとりの行動が、海の未来を守ることにつながります。

kry news 
everyで

紹介されました。


